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We investigated the magnetic circularly polarized luminescence (MCPL) properties from 

racemic iridium (Ir) and achiral platinum (Pt) complexes under magnetic field. As a result, 

racemic Ir and achiral Pt luminophores could emit MCPL under 1.6T magnetic field in both 

solution and PMMA-film states. 
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近年、発光効率が高く、分子設計により特異的

な機能を付与できる機能性有機発光体や円偏光発

光(CPL)特性を有する光学特性有機-無機ハイブリ

ッド発光体が注目されている。 

当研究室では、ラセミ体の Eu(III)(hfa)3 および

Tb(III)(hfa)3 などのランタノイドハイブリッド発

光体に対して、外部磁場を印加することにより、

Eu(III), Tb(III)由来のシャープな磁気円偏光発光

(MCPL)の発現に成功している。1) 

本研究では、ラセミ体のイリジウム(Ir) およ

びアキラルな白金(Pt)含有有機-無機ハイブリッ

ド発光体に対して、外部磁場を印加することに

よりMCPL特性の発現について検討した。イリ

ジウム(Ir-1)発光体を CH2Cl2(Deoxidized)溶液中

で、MCPL を測定したところ、ラセミ体である

にもかかわらず、濃度 1.0×10-3 M において極大

MCPL 波長(λMCPL) 539 nm、異方性因子(|gMCPL|) 

1.68×10-3 で観測することに成功した (Fig. 1)。

当日は、Pt-1のMCPL特性についても発表する。 

 

1) Dalton Transactions, 2020, 49, 9588-9594.  

Fig. 1 MCPL (upper) and PL (lower) 
spectra of Ir-1 at N-up (red), at S-up 
(blue) and at No Magnet (black) in 
1.0×10-3 M CH2Cl2(Deoxidized). 
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